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Abstract
 

Miocene Tanzawa Group is distributed in the Tanzawa Mountains of the southern Kanto,central Japan,and is
 

composed of thick green tuff strata.

Limestone lenses in the strata are intercalated in multiple sizes,in thichness from a few meters to 50meters.

Fossil of coral reef creatures yielded in the limestone.

We found a couple of very interesting fossils in one of these limestones in the Hitoto area,Yamakita Mati,

Ashigarakami Gun,Kanagawa Prefecture.These fossils are Heliopora coerulea(Pallas)colonies.Recent,Heliopora
 

coerulea inhabits around the coral reefs at southern Amamioshima (Island),Kagosima prefecture.Therefore, the
 

colony of Tanzawa area in the middle Miocene age would be to assume a kind of tropical to sub-tropical palaeo-

climate.

1. はじめに

丹
たん
沢
ざわ
山地は南部フォッサマグナ地域に位置し，丹沢山地

南部・神奈川県足柄上郡山北町付近には，中新統・丹沢層

群大山亜層群の緑色凝灰岩層が分布している．同層群中に

狭在する石灰岩岩体から造礁サンゴ化石が産出する．小論

は，このうち山北町人
ひと
遠
とう
地区に点在している石灰岩より発

見された造礁サンゴ化石について報告する．

丹沢層群の下部から中部にかけて分布する大
おお
山
やま
亜層群に

は小規模な石灰岩々体が狭在し，サンゴ礁生物化石群を産

出する．その中にHeliopora coerulea（アオサンゴ）化石

の大きな群体が見出された．この種は鹿児島県奄
あま
美
み
大
おお
島
しま
以

南のサンゴ礁海域の浅海に現在も棲息している．したがっ

て，この群体の発見は中新世中期頃の丹沢が熱帯～亜熱帯

の古気候下にあったことを示唆している．

2. 研究略史

日本列島の中新世サンゴ石灰岩の産地は少ないため，中

新世造礁サンゴの研究報告は少ない．Eguchi & Mori

（1976）が静岡県相
さが
良
ら
地方の中部中新統女神層の女

め
神
がみ
，男
お

神
がみ
石灰岩岩体から６属６種を記載し，中森ほか（1991）は

同じく女神，男神石灰岩岩体から11属11種を報告してい

る．神奈川，山梨，静岡県にかけて分布する中新統の緑色

凝灰岩層に狭在する石灰岩岩体からも造礁サンゴ化石は産

出する（門田・末包，1994）．しかし，これら石灰岩を対

象とした研究の主な目的は，化石による年代の特定にあっ

た．そのため，造礁サンゴの研究は記載にとどまり進んで

いない．

Fig.1は，人遠地域の，レンズ状岩体６ヶ所の分布位置

を示した（門田・末包，1994）．筆者らは便宜的に人遠第

１レンズ（HT1）から第６レンズ（HT6）と呼ぶ．この

地域の堆積構造と併せて検討すると南側が上位に当る．こ
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の地域の石灰岩中の化石の研究は加藤(1910)に始まり，

Hanzawa(1931)，見上(1955)，柴田(1957)，松丸(1968)，

Matsumaru(1971)，UJIIE(1973)などがある．それらの

報告では，大型有孔虫の分類と大山亜層群の年代の同定を

主としているため，サンゴ化石の産出についてはその有無

を報告するにとどまっていた．人遠石灰岩中に含まれる造

礁サンゴは，大山亜層群に含まれる（門田ほか：1983）．

門田ほか（1984）は，丹沢山地の全域10地区31ヶ所の石灰

岩から産出したサンゴ礁生物化石群（造礁サンゴ類，大型

有孔虫類，オウムガイ類など）を報告し，人遠石灰岩がサ

ンゴ礁そのものであるとした．

3. 石灰岩の年代

南部丹沢層群の層序をTable1に示した．丹沢山地の地

質を総合的に調査したMikami(1961，1962），杉山(1976)

などがあり，近年では青池ほか（1997）が新たな調査結果

を用いて地質層序や地質構造発達史を再構築した．これら

を総合的にみると本研究の石灰岩は，大山亜層群下部の本

谷川層から産出していることになる（門田ほか：2004）．

また，松田町寄
やどりぎ

を流れる中津川の石灰岩や，山北町の尺
ひさ

里
り
，人
ひと
遠
とお
，諸
もろ
戸
と
沢の石灰岩などから，大型有孔虫化石Ne-

phrolepidina japonicaが発見されている．

大型有孔虫化石の研究は，Hanzawa(1931)，見上(1955)，

Matsumaru(1971)，Ujiie(1973)，門田ほか(1994)など

の研究がある．Matsumaru(1971)は人遠から東南東へ

6.5kmの松田町萱沼産石灰岩から産出する大型有孔虫化

石Nephrolepidina japonicaの胚芽室促進段階（Factor A

値）を計測し，Blow N8帯とした．門田ほか（2004）は，

人遠から西方４kmの諸戸沢地区の大山亜層群下部に狭在
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Fig.1 Geological map in the regional Tanzawa and distri-

bution of Limestone lens.
(Topographic map of“Yamakita”(scale;1:25000)

Geographical Survey Institute of Japan)

Table 1 The stratigraphy of the south Tanzawa Mountains.
(After “Table2-3-1-6 of the Tanzawa Oyama

 
Environment repot” Kanagawa Pref. 1977 and

 
other data are added by writers.)



するNephrolepidina japonica密集石灰岩を検討し，Blow
 

N8帯を追認した．青池ほか（1997）は，丹沢東部域の早

戸川に分布する大山亜層群上部の唐沢川層から採取された

石灰質ナノ化石年代と堆積構造から，唐沢川層の年代をお

よそ15～13Maとした．したがって，大山亜層群下部の

本谷川層の石灰岩生成年代は前期中新世末～中期中新世に

対応し約15Maとなる．

4. 人遠第 1石灰岩レンズ(HT1)と化石の産状

Fig.1によると，石灰岩レンズは安山岩質暗緑色凝灰岩

を主体とした大山亜層群本谷川層内に見られ，急峻な尾根

斜面などの崖に６ヶ所点在している．この地域は，ユーラ

シアプレートとフィリピン海プレートの境界とされる神縄

断層まで1.5kmと近いため，この断層活動による影響を

大きく受けている．凝灰岩にはメッシュ状に大小のクラッ

クも認められ，神縄断層に近いほどその密度が大きい．

個々の石灰岩レンズの規模は小さく，見かけ上で，厚さ

数m～十数m，層理面方向の延びは10m～50mほどで

ある．全ての石灰岩レンズから示準化石・大型有孔虫の

Nephrolepidina属と Miogypsina属が認められる．HT3

レンズからは小型オウムガイ類（Aturia sp.）化石の報告

がある（門田・末包：1978)．

HT2-6石灰岩レンズ中の化石は有孔虫類，造礁サンゴ

類，紅藻類石灰藻類などの破片が多くまた化石類の再移動

を示している．これに較べて，HT1石灰岩レンズは，サ

ンゴ礁そのものからできた灰白色塊状石灰岩の岩体と見ら

れ，造礁サンゴ類の大きな群体化石を多産し現地性の化石

群であることを示している．

皆
みな
瀬
せ
川
がわ
に架かる人遠橋から200m下流の堰堤下の河床に

は，径１～２m，数トン級の石灰岩転石が多数散在してい

る．道路と河床間の斜面にも大小多数の転石が薮に覆われ

た状態で分布している．この転石は，県道拡幅工事で皆瀬

川右岸を大きく削剥した際に，HT1石灰岩レンズの東端

部を約20m下の河床へ放棄された．その後，30年近い間

に流水の研磨を受けた表面が，それに含まれていた化石を

見え易くしている．

HT1石灰岩レンズ本体は県道の西側の崖から西に伸び

ている小尾根の急傾斜域に露出している．規模は県道から

10m上の位置から25mまでの約15m，水平方向では15m

幅（Photo1）で，尾根に沿って東南東―西北西方向に

50mにわたって露出している．このレンズの西北西側の

末端は杉林の中に隠れているので全体的な規模は分からな

い．北の下位側の暗緑色細～粗粒凝灰岩との境界は明瞭
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Photo 1 The Outcrop photograph from the Hitoto 1
(HT-1).

Table 2 List of the coral fossils of limestone HT 1.
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で，南の上位側では漸移帯を経て凝灰岩層に変わってい

る．

石灰岩レンズの上位側は火山岩起源の級化の悪い砂の混

入した砂質石灰岩であり，石灰藻破片と有孔虫化石が多く

みられる（Plate3-6）．中位では大きなサンゴ群体が目立

ち石灰藻と重畳してバイオハームを形成している．上位で

は層状に生育した石灰藻が優勢で，有孔虫とサンゴ片を挟

んだ石灰藻石灰岩と言える．HT1石灰岩レンズは全体と

して灰白色塊状石灰岩である．

4.1 造礁サンゴ類化石の記述

HT1石灰岩レンズから産出するサンゴ化石を，Veron

(1986)，西平＆Veron(1995）の分類基準に従って，現

生種骨格標本と比較して分類した．化石標本は主に皆瀬川

河床の転石から採取した．上流に産出する石灰岩はいずれ

も鉄とマンガンで汚染されている，HT1石灰岩では鉄と

マンガンによる汚染がないため，転石を岩相で区別でき

る．サンゴ類化石の分類結果をTable2に示した．33属種

の同定が可能で，そのうち４種は現生種と同種とした．隔

壁，莢
きょう

，群体の形状を詳細に検討すれば，複数の種に分類

可能なサンゴ化石は，Porites(ハマサンゴ属)，Acropora

(ミドリイシ属)，Goniopora(ハナガササンゴ属)，Lobo-

phyllia(ハナガタサンゴ属)，Favia(キクメイシ属)，

Montastrea(マルキクメイシ属)，Pocillopora(ハナヤサ

イサンゴ属）など７属である．長径30cm以上の大きな群

体で発見されたのは，Heliopora(アオサンゴ属)(Plate1-

1，2，3），Stylophora(ショウガサンゴ属)(Plate2-1)，

Porites(ハマサンゴ属)，Acropora(ミドリイシ属)(Plate

3-5），Pocillopora(ハナヤサイサンゴ属)，Favia(キクメ

イシ属)(Plate3-4)，Coeloseris(ヨロンキクメイシ属）で

ある．これらの大きなサンゴ群体は，その形状が樹枝状，

塊状を問わずに石灰藻化石でしっかり被覆されている．

4.2 アオサンゴ（Heliopora）化石の記述

八方サンゴ亜綱，共莢目Coenothecaliaは古生代に出

現している．そのうちのアオサンゴ科Helioporidaeの

Heliopora 化石について，日本列島では白亜紀の岩手県茂

師砂岩層産の報告がある（Eguchi，1948)．

丹沢産Heliopora化石のもっとも大きな群体をPlate1-

1に示した．この群体は推定５トンの石灰岩の表面に，縦

80cm，横120cmの面積に彫刻刀で彫ったかのように浮き

出ている．群体は幅5mm～15mm程度の脈状で，枝分か

れしながら曲線的に連なっている．脈の特徴は，二筋の稜

の平行線（Plate2-1）でできていて，他のサンゴ化石に

はない構造である．脈を挟むようにして石灰藻がその両側

に付着して，さらに外側には有孔虫，貝片などの生物バイ

オミクライトが間隙を埋めている．Plate1-4とPlate2-5

は現生Heliopora骨格の縦断面で，二重稜線の構造の特徴

をみることができる．他の石灰岩転石２つの表面に見られ

る群体をPlate1-2と1-3に示した．ここでは全表面に

Helioporaが認められる． Plate1-3では脈の幅が20mm

以上に達している部分がある．これは着床した基盤岩から

立ち上がった基部と思われる．

茂師産化石Heliopora japonica Eguchiは小型塊状群体

であり現生種より莢が密集して分布している．丹沢の標本

では現生種に近い莢の分布である．

現生Helioporaは１属１種が知られている．着生群体の

形状は樹枝状，板状，柱状など様々である．造礁サンゴ類

のなかで最も小型個体である．ポリプは八枚の羽状触手を

持つ，莢の径は1mmに満たないが大きな群体をつくる．

沖縄県石垣島の白保の浅海には大規模なアオサンゴ群体の

群落がある．ほとんどの造礁サンゴ類が白色骨格を有する

のに対してアオサンゴは和名の通り青色である．この色

は，死後消えていく，海岸への打ち上げ標本や，隆起サン

ゴ礁などでは灰色から白色へと脱色された標本がある．

HT1産化石ではほとんどが板状であり，柱状と思われ

る標本は僅かであった．化石Helioporaの薄片を鏡下撮影

してPlate2-1に，保存の良いところを研磨面の接写で

Plate2-3に示した．これらによると，ポリプ個体の入っ

ていた莢の形は８から16角星型であるが，造礁サンゴ類

では普通にある隔壁がないのが特徴である．莢径は平均で

0.8mmであった．現生骨格の横断面（Plate2-1）と比較

してみると，個体と個体の間を埋めている共骨部分には，

個体に対応した数の小孔“溝道菅”があるが化石ではあま

り見られない．この小孔は僅か0.4mm径ほどのため，保

存の良い化石でないと確認できない．現生骨格の縦断面

（Plate2-5）と化石（Plate2-6）を比較すると，両者とも

莢孔内底部に薄い床板構造は有るが，隔壁は見当たらな

い．以上の構造の相似性から，化石Helioporaを現生

Heliopora coerulea (Pallas）に同定した．

5. 考 察

現生八放サンゴ類はHelioporaと Tubipora（クダサン

ゴ）の２属がサンゴ礁に棲息している．両種ともポリプが

8枚の羽状触手を持つことから八方サンゴ類である．Fig.

2は現生Heliopora coeruleaの生息域を示した．日本周辺

においては，西太平洋のマリアナ諸島，フィリピン，台

湾，小笠原諸島，日本列島奄美大島以南などの熱帯～亜熱

帯のサンゴ礁である（西平&Veron，1995）．日本の新第

三紀中新統からのHeliopora化石の報告は門田・末包

（1994）の記載のみである．その中で人遠石灰岩から

Helioporaと Millepora sp.（アナサンゴモドキの仲間）の

共産を報告している．ヒドロ虫綱 Milleporaは現生の日本

周辺海域では６種が認められている（西平&Veron:

1995）．筆者らは，Helioporaの分布と重なっていること

に注目して Millepora化石の大きな群体の発見にも努め

た．その結果，掌大の標本を３個得た．尚，Milleporaの
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個体はHelioporaよりも更に小型で，莢径はわずか0.5

mmという微細構造である，そのため野外での確認が困

難でありまだ標本の数が少ないので種の分類はできていな

い．

筆者らの一人門田は，Heliopora現生種の分布と群体の

大きさを確認するため小笠原，奄美大島，琉球諸島で潜水

調査および打ち上げ骨格採取，さらに現地研究機関などか

らの情報収集をおこなった．その結果，人遠石灰岩にみら

れたようなHelioporidaeの大きな群体が存在しているの

は沖縄本島以南の熱帯から亜熱帯の浅海であるとの見解を

得た．

前述したとおり，中森ほか（1991）は静岡県相
さが
良
ら
地方の

中部中新統女神層の異地性女神，男神石灰岩々体から11属

11種の造礁サンゴ化石を報告した．筆者らは，同女神山石

灰岩よりHelioporaの拳大群体を２個採取した，その構造

をPlate2-1＆3，に示した．人遠産化石と同種である，

門田・末包（1994）によって小片ではあるが，Millepora
 

sp.化石の産出も確認されている．

丹沢と女神におけるHelioporaと Milleporaの共産は，

中新世前期末―中新世中期の気候が熱帯～亜熱帯であった

ことを指示している．さらに，人遠石灰岩では，Plate 3-

2の Diploastrea heliopora(ダイオウサンゴ)，Plate3-3

の Coeloseris mayeri(ヨロンキクメイシ）(Plate3-3）な

どの熱帯種と，Plate3-7のオウムガイ類化石とアツリア

化石（門田・末包 :1978）も発見された．また，丹沢山地

北西部・加入道山
かにゅうどうさん

（1418m）に分布している大山亜層群の

石灰岩からは，サンゴ片と50個以上のオウムガイ類Atur
 

ia化石が有孔虫Nephrolepidina sp.を伴って発見されてい

る（門田・末包 :1994）．これらも，当時の気候が熱帯～

亜熱帯であったことを示唆している．

丹沢層群を構成している緑色凝灰岩は，丹沢が火山島で

あったことを示している青池ほか :1997）．また，石灰岩

に含まれる化石群からは，熱帯～亜熱帯性のサンゴ礁の存

在が示唆された．

6. ま と め

現生Helioporaは熱帯性海洋気候の指標である．丹沢・

人遠産石灰岩からそのHeliopora化石の大きな群体が産出

した．

共産化石であるオウムガイ類，造礁サンゴ類，石灰藻

類，大型有孔虫類などから構成される古生物群集は，熱帯

性の浅海性海洋気候を支持している．また，大型有孔虫

Nephrolepidina化石の産出は，前期中新世末～中期中新

世の時代を示している．これらのことから，約15Maの

丹沢山地域に熱帯の浅海性海洋域が広がっていたと考えら

れる．
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Fig.2 Map showing the present habitat of Heliopora
 

coerulea.
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Plate 1 Heliopora coerulea fossil from limestone HT-1.

1. The fossil,big colony1of Heliopora coerulea (Loc.HT-1).
2. The fossil,colony 2 of Heliopora coerulea (Loc.HT-1).
3. The fossil,colony 3 of Heliopora coerulea (Loc.HT-1).
4. The framework of present Heliopora coerulea (Loc.Okinawa Pref).
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Plate 2 Heliopora coerulea fossil from limestone.

1. The fossil of Heliopora coerulea (Loc.Megami limestone,Shizuoka Pref.).
2. The grinding face were taken a close-up the photograph that expanded a part of 1.fossil.
3. The cross section expansion photograph of the fossil of Heliopora coerulea
(Microscope photograph.Loc.HT-1).

4. Expansion photograph of the cross section of present Heliopora coerulea (Loc.Okinawa Pref.).
5. Expansion photograph of the vertical section of present Heliopora coerulea (Loc.Okinawa Pref.).
6. Vertical section expansion photograph of the Heliopora coerulea fossil(Loc.HT-1).
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Plate 3 1. Fossil of Stylophora sp.(Loc.HT-1).
2. Fossil of Diploastrea heliopora (Loc.HT-1).
3. Fossil of Coeloseris maeri (Loc.HT-1).
4. Fossil of Favia sp.(Loc.HT-1).
5. Table state colony of the colleague fossil of Acropora sp.(Loc.HT-1).
6. The polished surface of Nephrolepidina sp.(Loc.HT-1).
7. Fossil of Nautilida (Loc.HT-1).
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要 旨

関東南部・丹沢山地には緑色凝灰岩の厚い地層からなる中新統の丹沢層群が分布している．同層群中には，厚さ数m

～数10mの石灰岩のレンズ状岩体が点在し，それらの石灰岩からはサンゴ礁生物化石が産出している．そのうちの１つ

である人
ひと
遠
とう
地区（神奈川県足

あし
柄
がら
上
かみ
郡
ぐん
山
やま
北
きた
町
まち
）の，石灰岩（転石）から造礁サンゴのHeliopora coerulea（Pallas）化石の

大きな群体が複数個発見された，現生 Heliopora coeruleaは鹿児島県奄
あま
美
み
大
おお
島
しま
以南のサンゴ礁に棲息していることから考

えると，この化石群体の発見は中新世中期頃の丹沢が熱帯～亜熱帯の古気候下にあったことを示す重要な資料である．こ

れまでに造礁サンゴ類の中での化石産出例が稀少であることから，Helioporidaeの系統史などを探る上でも重要である．
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